
【2019年度実績】
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氏名 青森広美 部署 看護学科 職名 准教授

経歴
2013年　埼玉医科大学保健医療学部　講師　2015年日本保健医療大学保健医療学部　講師　2019年埼玉県

立大学保健医療福祉学部　准教授

所属学会（役職）日本看護学会、日本看護科学学会、日本看護倫理学会、日本看護研究学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 基礎看護学

学位 修士（看護学）

学歴
1988年信州大学医療技術短期大学部　2007年放送大学　教養学部　　2012年埼玉県立大学大学院保健医療

福祉研究科　修士課程

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

該当なし

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

（４）その他

該当なし

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

2019年度埼玉県立大学奨励研究（4月採用

者）

医療療養病床で医療専門職が実施

する車椅子シーティングの実態
青森広美・研究代表者 2019.6－2020.１

看護倫理 〇 15

科目責任者として3年生を対象に、医療倫理に関する理論や原則、看護

実践における倫理的概念や職業倫理について講義やグループワークを用

いて教授した

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅱ（日常生活援助技術） 60
2年生対象。科目責任者と共に日常生活援助技術について「安全・安

楽・自立」を考えた援助ができるように指導した。

看護過程論 30
1年生対象。科目責任者と共にグループワークを行い、個々の学生の理

解のレベルに合わせた指導を行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

看護方法Ⅲ（診断治療の援助技

術）

看護方法Ⅳ（診断治療の援助技

術）

2年生対象。科目責任者と共に検査や治療に関わる援助技術について、

根拠を考え、安全に援助ができるように指導した。

2年生対象。科目責任者と共に、全身のフィジカルアセスメントを正し

い手技で実施し、アセスメントできるように指導した。設定した事例へ

の看護援助方法の実践を既習内容を基に指導した。

30

30

IPW演習 15
全学科の3年生対象。15時間の演習を2回行った。事例の検討を基にチー

ム形成のファシリテータを行った。

30看護方法Ⅰ（看護の基本技術）

2年生対象。科目責任者と共に環境整備・感染予防・バイタルサイン測

定について「安全・安楽・自立」を考えた援助ができるように指導し

た。動画の作成に協力した。
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（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ヒューマンケア体験実習 2019.9
1年生対象。2施設を担当した。実習施設を訪問し、指導者と連携を取り

ながら、学生の実習状況を把握し指導した。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

基礎看護学実習Ⅰ 2020.2
1年生対象。草加市立病院の施設担当として看護部との調整を行った。

本実習が、今後の学習の動機づけになるように関わった。

基礎看護学実習Ⅱ 2020.1

2年生対象。初めて受け持ち患者を受け持ち看護過程を展開する実習で

ある。患者の全体像をとらえ、個別性のある日常生活援助が実施できる

ように指導した。草加市立病院の施設担当として看護部との調整を行っ

た。

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

該当なし 主指導 名 副指導 名

大宮医師会看護専門学校非常勤講師 看護研究　30時間 2019.12～

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

春日部市立看護専門学校非常勤講師 看護学概論Ⅱ　7時間 2019.11～

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（５）その他

名称 期間

大学広報活動
創立20周年記念事業において、講堂での参加人数の把握、参加者の誘導を

行った
2019.5

学生支援

大学広報活動
8月開催のオープンキャンパスで、書籍の展示、参加者の会場への誘導・案内

を行った。
2019.8

2017年入学生の担任として指導・面談を行った。 2019.6～

2019.6-11
教育責任者中長期支援プログラム研修

ファシリテータ
公開講座

教育責任者の中長期育成支援プログラム～組織分析と強み

を生かす～

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

日本障がい者スポーツ健康科学学会学術

集会　実行委員
2019.４～2019.9 学術集会実行委員として、準備・運営に関わった。

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名
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８．特記事項

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月


